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学校法人 箕面学園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ．学園概要 

 １．設立目的 

天賊の才能を充分に伸長させるとともに、男女それぞれの特性を生かし、品性

の高い教養ある人間を育成する。穏健な思想、円満な良、国家社会のよりよき

一員をたらしめる。 

 

 ２．学園沿革 

昭和２１年 ３月  財団法人箕面高等女学校設置認可 開校 

昭和２３年 ４月  学制改革により箕面学園中学校、高等学校を開設 

               現在地に新校舎を竣工、移転 

昭和２４年 ４月  箕面学園附属幼稚園を開設 

昭和２６年 ３月  学校法人箕面学園に組織変更 

昭和２８年 ４月  大阪学芸大学(現・大阪教育大学)の指導により 

箕面学園幼稚園教員養成所開設（後・箕面学園福祉保育専門学校） 

昭和３１年 ４月  箕面学園幼稚園教員養成所を同保育専門学校に改称 

昭和３８年 ４月  鉄筋コンクリート造３階建南館、増築 

昭和３９年 ３月  鉄筋コンクリート造４階建本館、増築 

昭和４０年 １月  体育館兼講堂等鉄筋コンクリート造地上３階地下１階 

昭和５０年１２月  保育専門学校 新校舎竣工 

昭和５１年 ４月  附属幼稚園 新園舎竣工 

昭和５８年 ３月  図書館(以文館) 新築竣工 

昭和６１年 ３月  創立４０周年記念 光風館新築竣工 

     平成 ４年 ２月  高校セミナーハウス(湖西学舎)新築竣工 

平成 ６年 ６月  茨木グランド (茨木市泉原) 竣工 

平成 ９年１０月  創立５０周年記念式典挙行 

平成１０年 ４月  池田キャンパス開設(作業療法学科新設) 

平成２６年１０月  北館、南館、保育専門学校、幼稚園 耐震補強工事竣工 

     平成２７年１０月  本館耐震補強工事及びトイレ等改修工事竣工 

     平成２７年１１月  創立７０周年式典並びに祝賀会を挙行 

     平成２８年 ８月  高等学校食堂リニュアル改修工事竣工 

               理事長室、学園事務室改修工事竣工 

     平成２９年 ８月  グランド人工芝化竣工 

     平成３０年１０月  高等学校クラブハウス竣工 

          １０月  幼稚園増築棟、既存保育室リニュアル工事竣工 

     平成３１年 ４月  幼稚園型認定こども園箕面学園附属幼稚園 認可 

令和元年  ９月  東館一部改修（支援教室） 

令和２年 １０月  北館体育館改修工事竣工、空調新設 



 ３．役員の概要（令和４年３月３１日現在） 

理 事 ６名    監 事 ２名    評議員 １３名 

  

 ４．法人設置校及び施設 

   「箕面学園高等学校」 普通科総合選択制  箕面市箕面７丁目７－３１ 

 

「箕面学園福祉保育専門学校」  保育科、介護福祉科、作業療法学科 

              箕面キャンパス   箕面市箕面７丁目７－３１ 

              池田キャンパス   池田市八王寺１丁目１－２５ 

 

「幼稚園型認定こども園箕面学園附属幼稚園」 

  ３年保育      箕面市箕面７丁目７－３１ 

   

「箕面学園第二グランド」         茨木市泉原３９－１ 

   

「箕面学園湖西学舎」           滋賀県大津市和邇中３５７ 

   

５．経費 

  （１）コロナ感染対策のため、非接触体温計、消毒液、マスク等の購入を強化し、

備蓄用も購入したため保健衛生費が増額したが、一部国庫補助金により購入

した。 

  （２）購入物品等は稟議書にて諮る事で経費の削減に努めた。 

 

 ６．施設整備事業 

  （１）高等学校 南館手洗シンクの全面改修を行った。 

  （２）高等学校 図書館トイレの改修を行った。 

  （３）菓子パンの自動販売機を設置した。 

     

 ７．学校評価への取り組み 

    幼稚園、高等学校で、ＰＤＣＡに基づき学校評価、学校関係者評価を実施し 

    公開する。 

 

 ８．法人業務の取組 

令和３年度はコロナ感染症により、書面による議案承認等も含め理事会を３回、

評議員会を２回開催し、学園の情報共有や様々な課題について議論を行った。 

また、私立学校法改正に伴い学校法人箕面学園の寄附行為、役員名簿等を高等

学校ＨＰに更改した。 



Ⅱ．箕面学園高等学校 

１． 令和３度 募集人員 

    ２１０名 普通科総合選択制 

 

 ２．令和４年度在籍数（令和４年４月１日現在） 

   １年 ２０３名 

   ２年 ２０２名 

   ３年 １５８名 

   合計 ５６３名 （男子４６５名、女子９８名） 

 

３．生徒募集 

  （１）渉外担当者による渉外活動（広報活動）を強化し、高等学校管理職とのミー

ティングを実施し情報共有に努めた。 

（２）コロナ感染症対策を実施した上で、オープンキャンパス４回、入試説明会２

回実施した。 

（３）入試を３回実施し、合計２０３名の入学者を確保した。 

 

 ４．ＩＣＴ化 

   コロナ感染症による緊急事態宣言下、休校により通常授業を行うことが困難とな

り、レターパック等で授業課題を送付し対応したが、ＩＣＴ化推進もあり、各教

室で見る事ができるように、ライブ配信を可能とし授業を行った。 

また、タブレット端末を購入し緊急事態宣言等により休校となった場合に対応で

きるように整備も行った。 

 

 ５．環境整備 

（１）消防法の適合に向けて順次改修工事を行った。 

（２）受動喫煙防止法改正により、学園敷地内の完全禁煙化に努めた。 

（３）危険箇所の点検、整備を行った。 

  

   ６．教職員研修 

        人権研修、ハラスメント研修、教職員の意識改革研修等を実施し、教職員間で 

の情報共有を行い、教職員の意識、教育の質の向上に努めた。 

 

  ７．高大連携協定 

   大阪学院大学、短期大学 Ｈ２４．５ 

   芦屋大学        Ｈ２６．３ 

   大手前大学、短期大学  Ｈ２６．３ 



   ８．生徒の各推移 

（１）転退学率推移 

 

 

 

 

 

 

 （２）令和３年度 進路状況 １６９名卒業 

① 大学（抜粋） 

京都産業大学   ２名   近畿大学     １名 

兵庫医科大学   １名   北陸大学     １名 

追手門学院大学  ４名   大阪学院大学   ９名 

京都外国語大学  ２名   大阪産業大学   ７名 

大阪人間科学大学 ４名   大阪国際大学   １名 

大阪商業大学   １名   大阪電気通信大学 ４名 

大手前大学    ９名   関西国際大学   ３名 

神戸国際大学   ２名   芦屋大学     ４名 

京都芸術大学   １名   神戸学院大学   １名 

金蘭千里大学   ２名   びわこ成蹊大学  ２名 

桃山学院大学   １名   流通科学大学   １名 

大阪経済法科大学 ２名   京都先端科学大学 １名 

相愛大学     １名   宝塚医療大学   １名 

東京国際大学   １名   阪南大学     １名 

         その他大学    ４名 

 

② 短期大学 

大阪芸術大短期大学 １名  大阪国際大短期大学 １名 

大手前短期大学   １名  産業技術短期大学  ２名 

 

③ 専門学校 

箕面学園福祉保育専門学校他   ５４名 

 

④  斡旋就職（抜粋） 

ダイハツ工業、伊藤ハム、資生堂、山崎製パン、センコー 

ダイハツメタル、コカコーラ、ヤマト運輸、住友重機械工業 

キューピータマゴ、三菱ふそうトラック、山文商事 他 

年 度 期 首 離脱数 期 末 離脱率 

Ｈ３０ ４４３ ２５ ４１８ ５．６％ 

Ｒ １ ４５１ ２５ ４２６ ４．５％ 

Ｒ ２ ５０３ ２０ ４８３ ４．４％ 

Ｒ ３ ５５８ ２３ ５３５ ４．１％ 



Ⅲ．箕面学園福祉保育専門学校 

 １．広報活動 

（１）ＨＰの活用を充実させ、今後ＳＮＳを利用した広報活動に向け、意思疎通を

図りながら HP を更新している。 

（２）指定高校対策の強化、精査を行い、より効率的な高校訪問活動を強化した。 

（３） 社会人への広報活動を強化し、資格取得への道の PR に努めた。 

  

２．大阪府委託訓練事業の申請により保育科１５名が入校し、介護科１名が修了した。 

 

３．継続する施策 

    ｢清掃を中心とする環境整備｣、｢就学支援金｣については、引き続き有効なもの

として継続した。 

   （１）学内奨学金の授与 

      卒業式で｢学園長賞｣、入学式で、在校生に｢学園長賞｣を授与した。 

  （２）文部科学省中央教育審議会実施視察、および課程認定校の申請に対する下 

記の準備を順次進めた。今後も継続して進めていく。 

    １）全学的組織の確立と諸規定(カリキュラム委員会規定含む)の準備 

２）教育課程、履修方法およびシラバスの整備 

３）教育実習の実施計画、教育実習校の選択・連絡等 

４）施設・整備等の整備(図書の充実、教員研究室、就職支援室の整備) 

５）就職指導の徹底 

６）指導大学(大阪教育大学)および教育委員会等との連携強化 

７）学校現場体験・学校支援ボランティア活動の強化(附属幼稚園との連携 

強化：例年の運動会に加え、食育活動・合同避難訓練等 

   

４．コロナ感染症によりオンライン授業等の取組を行った。 

   

５．諸規定並びに内規等の全面見直し、改訂、作成を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ．箕面学園附属幼稚園 

 １．園児募集活動の展開 

    ホームページやクラスだよりに加えて「写真瓦版」やメール等で教育活動の「見

える化」を工夫し発信。プレ幼稚園・かるがもでーの取り組み内容の充実と発信

にも努めた。 

 

２．安全・安心の確保 

    コロナ感染症予防・拡大防止対策に追われた 1 年であった。毎週金曜日の消毒

作業の実施だけでなく、保護者・後援会にも園の現状や考え方を丁寧に発信し理

解と協力を得るのに務めた。 

他には、IC タグ、防犯カメラ等安全による安全の確保面の充実ぶりや、毎月の

避難訓練、日常においても施設等の点検・保守活動の広報と安全管理に努めた。 

 

３．研修の充実と実践的指導力の向上 

    教職員の資質こそ最大の教育環境の認識のもと、研修を大切にしてきた。 

しかし、コロナ禍で外部研修への参加が大幅に制限され、恒例の研究保育も１回

のみとなった。そこで、オンライン研修の参加と週案の交流と振り返りの充実を

図り、子ども理解と実践的指導力向上に努めた。 

 

４．教育充実費にふさわしい開かれた幼稚園づくりと説明責任 

    園活動を充実させながら、園の考えと様子を、毎日のメールと写真瓦版、ホー

ムページや月 1 回の園便り、週 1 回のお知らせ・学級だより等で発信した。自己

評価の情報公開も実施。また、高校、福祉保育専門学校、地域の小学校や関係機

関との連携に努めた。 

 

５．円滑な園運営と子育て支援 

    箕面市等行政機関との連携に努め、業務の円滑な遂行に努めた。 

   また、預かり保育も早朝 7 時半開始とし、週１回の子育て相談や「かるがもでー」、

キンダーカウンセラー事業等と併せて子育て支援の充実を図った。 

 

６．教職員のワーク・ライフ・バランス対応 

    教職員の処遇改善とワーク・ライフ・バランスのとれた働き方改革に努めた。

また、そのことを通じて、新規採用の人材確保と育成、定着を務めたが課題は残

る。 

 


